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神戸大学大学院理学研究科
生物学専攻の紹介

生物学専攻長 奥田 昇

大学院博士前期課程（修士課程）入試説明会



本日の説明

理学研究科生物学専攻の説明 (15分）

1. 生物学専攻の特徴

2. 生物学専攻の教育と研究

3. 修了生の進路

4. 就学支援制度



神戸大学大学院理学研究科
Graduate School of Science

• 数学専攻 Department of Mathematics

• 物理学専攻 Department of Physics

• 化学専攻 Department of Chemistry

• 生物学専攻 Department of Biology

• 惑星学専攻 Department of Planetology



・ 基礎科学の教育と研究の場

目先の利益にとらわれない；
しかし, 応用科学の基礎として不可欠の学問

先端分野の研究も
例：ナノ化学, バイオ(創薬）, 「はやぶさ」, ・・・

理学研究科の特色



○学生数 １学年あたり約１２０名

○教員数 １１０名以上

例： 生物学専攻 学生２４名

教員３０名

１年次から各研究室に配属

理学研究科の特色
〜少人数専門教育〜



すべての生物に共通する生命の仕組み、および
生物界の多様性の成り立ちの解明を目指す。

生物学専攻では、生物学を深く探究するための
基礎となる能力、またはこれに加えて関連する
専門的職業を担うための能力を持つ人材を養成
する。

生物学専攻の目的



生物学専攻の特色：様々な生物種を用いた教育・研究



第３講座 生物多様性講座 ［生態・種分化、進化・系統］
生物多様性の実態とその起源・維持機構について，藻類，植物，無脊椎動物な
どを対象として進化・系統学と生態学の立場から教育研究を行う。

連携講座（大学院のみ）
発生生物学講座（理化学研究所）
発生生物学の新たな展開を目指した教育研究を行う。

生体制御科学講座（住友化学) [今回の入試では募集なし]
生物制御科学の新たな展開を目指した教育研究を行う。

第１講座 生体分子機構講座 ［分子生理、細胞機能、情報機構］
細胞の諸機能を担う構造の構築・維持・改変機構を分子から細胞・組織・個体
レベルにおよぶ広い領域にわたり教育研究を行う。

第２講座 生命情報伝達講座 ［形質発現、遺伝情報、遺伝子機能］
生物ゲノムに内包された遺伝情報の発現過程や，細胞内のシグナル伝達による
細胞応答機構に関する教育研究を行う。

生物学専攻の３つの基幹講座と連携講座



生物学専攻・生物学科教員

大講座 教育研究分野 教授 准教授 講師 助教

生体分子機構

分子生理 青沼仁志
佐倉緑 武石明佳

細胞機能 石崎公庸
深城英弘 相原 悠介 酒井（坂本）

友希* 守屋 健太*

情報機構 宮本昌明 1) 森田光洋
塚本寿夫 柏崎隼 1)

生命情報伝達

形質発現 井上邦夫
越智 陽城 松花沙織

遺伝情報 菅澤薫 2) 横井雅幸 2) 酒井亘2)

日下部将之2)

遺伝子機能 影山裕二 2) 岩崎哲史 2)

生物多様性
生態・種分化 奥田昇 3)

末次健司 辻かおる

進化・系統 上井進也 3)

川井浩史* 3) 坂山英俊 大沼亮 3) 星野雅和3)

小林格3)

1) 研究基盤センター、2) バイオシグナル総合研究センター、3) 内海域環境教育研究センター
* 特命教員、

2025年4月現在



理学部C棟
六甲台第２キャンパス

自然科学総合研究棟
1号館、2号館

バイオシグナル
総合研究センター

自然科学総合研究棟
4号館

研究基盤センター
アイソトープ部門

実験温室・圃場



理学研究科C棟

六甲台第2キャンパス



六甲台第2キャンパス

自然科学総合研究棟
1号館、2号館



バイオシグナル
総合研究センター

六甲台第2キャンパス



自然科学総合研究棟
4号館

六甲台第2キャンパス



研究基盤センター
アイソトープ部門

六甲台第2キャンパス



実験温室・圃場



内海域環境教育研究センター

マリンサイト

六甲台第2キャンパス



淡路島（岩屋）
マリンサイト



連携講座・発生生物学講座
（理研BDR、神戸ポートアイランド）



チューター制： ２名の教員が学年担当
博士前期課程修了まで一貫して、２名のチューター教員が各種相談などに対応

教務委員：専門科目の履修、修士研究経過発表会等
就職委員：就職活動サポート

M1、1月：修士研究経過発表会
M2、2月：修士論文提出・修士研究発表会

生物学専攻における教育・学生サポート体制

（2024年版）



生物学科卒業生・生物学専攻博士前期課程修了生の進路（2021~2023年度）
生物学専攻前期課程修了生

大学院博士課程前期課程（
修士）修了生の進路
(2021-2023年度)

本学大学院 11

教員公務員 1

民間企業 54

その他 4

2021  2022  20232021  2022  2023



就職支援

○全学キャリア・就職ガイダンス
（神戸大学キャリアセンター主催）
神戸大学 東京オフィス

○就職支援講座
（理学研究科・理学部就職委員会主催）
3回程度実施
・自己分析
・自己PR対策講座
・業界・企業研究講座
・面接対策講座

○OB・OGによる交流会・懇親会



就学支援制度

理学部・理学研究科の数字



就学支援制度

理学部・理学研究科の数字



次世代研究者の育成

国立研究開発法人科学技術振興機構（JST）の次世代研究者挑戦的研究プログ
ラム（SPRING）事業の一環として、
神戸大学では、 
博士課程後期課程の学生を対象として、「異分野共創に
よる次世代卓越博士人材育成プロジェクト」による支援
（研究奨励費の支給）が受けられます。

研究奨励費：
研究専念支援金 ２２０万円／年 
研究費 ２５万円／年＋追加研究費や留学費
https://www.career.kobe-u.ac.jp/doctor_info/jisedai



理学研究科ホーム

ページでは、

・各専攻の紹介

・授業科目の紹介

・教員の紹介

をしています。
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